








研究目的 

21-hydroxylase 欠損による先天性副腎皮質過形成症(CAH と略)の新生児マス・スクリーニ

ングは,米国の Pang ら,イタリアの Ca ㏄ iari ら・Natoli らにより,また本邦では我々,お

よび札幌市において行なわれている。この CAHマス・スクリーニングが将来,本邦において

広範に施行されるようになった際,ろ紙血 17-OHP 高値で recall された新生児の中から ど

の様にして患児か否かを診断していくのか,即ち二次精密検診の進め方に関して,現在我々

が取っている方法および成績について報告し,更にはその問題点を検討してみた。 


